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1 7 3 3世帯

の
標
識
を

知
つ

685 6人

343 4人

3 422人

て
い
ま
す
か

町の人口

町
道

一
号
線
、
河
東
中
島
四
ツ
角
か
ら
甲
府
バ
イ
パ

ス
ま
で
延
長
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
聞
が
、
山
梨
県
交

通
安
全
委
員
会
の
指
定
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
制
限
、
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
お
よ
ぴ
両
側
が
駐
車
禁
止
に
な
り

ま
し
た
。

道
路
が
狭
い
う
え
逗
ナ
路
の
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す

の
て
子
供
の
飛
出
し
事
故
が
多
い
の
で
、
運
転
者
は

こ
の
標
識
を
特
に
気
お
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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中
学
校
校
舎
建
設
着
手

報広町和昭

本
年
度
予
算
の
総
額
は
六
四
五
、

二
二
二
千
円
で
昨
年
度
よ
り
二
三
五

六
二
一
千
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
た
る
事
業
は
第
一
花

中
学
校
の
建
設
に
取
り
か
か
る
こ
と

で
す
。
三
、
七

Q
U
Mの
規
模
で
、

三
五
一
、
四

O
O千
円
の
事
業
費
で

五
O
年
、
五
一
年
の
二
年
間
K
百一っ

て
実
施
し
ま
す
。
文
部
省
の
基
準
に

よ
る
必
要
面
積
は
二
、
四
八
六
ば
で

そ
の
う
ち
補
助
対
象
面
積
は
危
険
校

舎
分
一
、
一
二

od、
不
足
面
積
六

三
四
ば
、
計
一
、
七
五
四
ば
で
町
単

独
分
は
一
、
九
四
六
ば
で
す
。
昭
和

五

0
年
度
は
危
険
校
舎
分
の
一
、
一

二

odを
建
設
し
ま
す
。
町
独
自
の

一
般
財
源
は
本
年
度
は
三
二
、
五
四

O
千
円
、
五
一
年
は
約
一
五

O
、

0

0
0千
円
を
見
込
ん
で
居
り
ま
す
。

次
に
町
営
住
宅
は
一
種
一
棟
六
戸

と
集
会
場
を
三
七
、
四
二

O
千
円
で

建
設
し
ま
す
。

土
木
事
業
は
舗
装
、
改
良
合
わ
せ

て
三
五
、
二
二

G
千
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
地
方
病
溝
渠
改
良
工
事
は
一

O
ハ
ろ
が
で
三
五
、

0
0
0千
円
を

計
画
し
て
居
り
ま
す
。
衛
生
組
合
は

竜
王
、
白
根
、
田
富
、
玉
穂
の
五
ケ

町
村
で
組
織
し
て
お
り
、
し
尿
処
理

場
は
昨
年
十
月
着
工
し
て
お
り
本
年

秋
K
は
完
成
し
ま
す
が
そ
れ
に
対
す

る
負
担
金
と
、
じ
ん
介
処
理
場
の
建

設
(
本
年
中
に
は
着
工
の
見
込
み
)

に
三

O
、
ハ

)
O
O千
円
の
負
担
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

福
祉
費
に
つ
い
て
は
、
老
人
、
児

童
「
社
会
等
の
補
助
金
]
給
付
金
事

の
単
価
引
上
げ
を
行
な
い
、
昨
年
よ

り
一
七
、
て
九
二
千
円
増
の
七
九
、

ー

六
六
六
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
昨
年
四
月
よ
り
発
足
し
た
甲
府

地
区
広
域
消
防
に
対
す
る
負
担
金
は

二
二
、
六
三
四
千
円
と
な
り
ま
す
が

こ
れ
は
地
方
交
付
税
に
全
額
算
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
大
き
往
事
業
面
に
つ
い
て

の
み
記
し
ま
し
た
が
別
表
の
グ
ラ
フ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

巳
川

，
A
一
剖
事
作

年

度

町民税 54，300 

固定資産税 52，20 1 

たばこ消費税
1 1，000 

電気ガス税 7，000
他 3.700

地方譲与税
自動身取得税

交付金
1.2% 
7.500 

80.4 4 0 

39.540 

1 5.000 

8.000 

特

定

特定財源財

40. 4 % 源

26 1，292千円

中学校建設

土木工事

住宅建設

地方病溝渠

‘d 

予

算円

源

;

千
ル化

A
U

財
β

一3
q
u
nヨ

般

5

M

一
3

般

財

源

地方 交付税

239，000 37.0% 
使用料及手数料
繰越金他 9，229 

1.5% 



(3) 昭 和 町広報

三三款別予算額三三
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守けJL~
~コ~-~~

、、J 祖幽a ・

教育費 総 務費

1億4977万円(2 3.1%) 9千81 1万円(15.2%) 

衛生費 土木費

7千836万円(1 21%) 6千614万円{1 0.2 ) 

消 防 費

謹廃車

母語
公債費

2千572万円(4.4%) 4千559万円(7%) 

3 3.4% 2 1 5，6 0 7 

中学校建設 100，360

公営住宅 38.640

土木工事 40.000

地方病溝渠 / 才
35.700 

21.1% 

出

1 3 5，8 49 

ミdSE7
、』ム~スzl !) J !! 
l--rffl//，YJ/--r .9τ=::-'1 
.... 包l!..i.l.."/J官、--"ζ:::>1

民生費

1億0441万円(1 6.1%) 

~"ð.\弓夜')，.1， ノペL、-/. 

ミ竜司t": '1う〆/， 、， 

一

農林水産業費

5千341万円(8.2%) 

議会費

3百10万円(0.4%) 

児童措置費
72，864 

児童手当 8，061

老人医療 11，275 

元金 26.944

利子 18.635

需用費 18.5 91 旅費 5.153

備品 4，335 賃金 3.838
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，
統
一
地
方
選
挙
最
後
の
昨
議
会
善
員
選
挙
が
四
月
二
十
七
日
K
行
を
わ
れ
ち

開
票
は
即
任
開
票
マ
七
時
よ
り
押
原
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
か
れ
、
新
し
い

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
し
た
新
議
員
さ
ん
は
、
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
町
選
挙
管
理
警
員
長
か

ち
当
選
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

定
員
十
六
名
花
対
し
、
十
九
名
が
立
候
補
叫
激
し
い
選
挙
戦
が
行
な
わ
れ
た
後

だ
け
に
、
こ
の
日
の
当
選
証
書
を
手
に
し
た
多
議
員
さ
ん
は
、
喜
び
と
と
も
に
、

今
後
住
民
代
表
と
云
う
立
場
陀
お
け
る
使
命
を
は
た
す
べ
く
決
意
の
ほ
ど
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
ひ
と
し
く
今
後

ω町
政
発
展
に
努
め
ら
れ
る
乙
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

~\. 
一

種
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報広町和昭

新新現現新新新新新新新新新現新現

(
ア
イ
ウ
エ
オ
順
)

有
泉

，淳
去

、河
東
中
島

秩

山

俊

明

西

条

小

沢

弘

飯

喰

長

白

忠

次

西

条

新

田

小
宮
山
正
富
紙
漉
阿
原

輿

石

俊

雄

築

地

新

居

篠

原

利

夫

河

東

中

島

高

野

広

林

西

条

武

内

進

築

地

新

居

豊

川

弐

也

河

西

野

沢

益

雄

上

河

東

野

呂

瀬

一

郎

西

条

福

島

国

雄

西

条

新

田

牧

野

方

宏

清

水

新

居

三

神

善

章

押

越

薬

袋

義

博

河

西

母渥〈

ヱ一ル
1

・
内
リ
見
守
尽
訪
を

L1
じ
っ

占
ホ
手
応
t
d
4
v一ノ

E
M仰
玉

-O
ノィ
l
f
ν

今
後
の
方
向
に
つ
い
て

先
般
納
税
組
合
長
会
議
に
お
い
て
額
に
対
し
三
%
を
交
付
し
て
お
る

当
局
の
御
願
い
と
し
て
、
昭
和
五
十
現
況
で
す
。

年
度
よ
り
納
税
奨
励
金
を
現
在
の
四
現
在
の
税
法
上
か
ら
も
個
人
に
奨

%
か
ら
三
%
に
す
る
乙
と
を
御
承
認
励
金
を
支
出
す
る
事
は
違
法
で
あ
る

願
っ
た
わ
け
で
す
が
、
乙
の
奨
励
金
旨
、
先
般
県
当
局
よ
り
強
く
指
摘
さ

制
度
は
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
納
税
者
れ
て
お
り
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

に
対
す
る
納
税
意
欲
の
向
上
ま
た
納
本
町
に
お
一
き
ま
し
で
も
昭
和
五
十
一

期
内
納
入
の
励
行
を
通
じ
安
定
財
年
度
か
ら
実
施
に
踏
切
り
た
い
と
考

源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
え
て
お
り
ま
す
。

た

も

の

で

す

。

以

上

の

よ

う

な

事

情

を

何

卒

御

理

し
か
し
最
近
隣
接
町
村
等
が
廃
止
解
し
て
頂
き
今
後
な
お
一
層
御
協
力

し
新
ら
し
く
納
税
組
合
育
成
補
助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
い
う
形
で
納
税
組
合
の
納
税
合
計

y‘ 

国
母
工
業
団
地
入
居
工
場
決
る

-酔司"' ~III~... ・M仰司".~II'. ...酔" 蜘叫... ，仲 叫.... .'111司酔岬 司酔岬

昭
和
町
と
甲
府
市
、
玉
穂
村
の
一

市
、
一
町
、
一
村
で
造
成
し
て
い
た

国
母
工
業
団
地
(
約
三

O
万
坪
)
の

う
ち
昭
和
町
地
域
(
紙
漉
阿
原
)
の

入
居
工
場
が
次
の
と
お
り
全
部
決
り

ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
甲
府
地
区
開
発
事
業
団

を
設
立
し
て
買
収
に
草
隼
ず
し
て
か
ら

約
十
年
の
歳
月
を
経
ま
し
た
。
そ
の

間
地
元
紙
漉
阿
原
の
地
権
者
の
方
々

に
は
一
方
な
ら
ぬ
と
理
解
と
と
協
力

を
得
ま
し
て
今
日
造
成
が
完
了
し
工

場
入
居
決
定
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
社
会
経
済
の
状
況
は

決
し
て
良
い
と
は
云
え
ま
せ
ん
が
、

一
日
も
早
く
企
業
が
工
場
建
設
に
着

手
し
地
域
の
開
発
と
発
展
す
る
ζ

と

を
切
に
望
む
次
第
で
す
。

」，
記

訟
下
電
器
産
業
株
式
会
社

本
社
ハ
大
筋
。

面
積
一
一
二
、
八
九

O
平
方
メ
l
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盤

投

選農

業

委

員

。
野武今河今中荻佐清
沢井福田沢沢野野水

正俊豪利六県
典章彦桂雄博夫明造

河

、
西

河
東
中
島

西
条
一
区

飯

喰

築
地
新
居

清
水
新
居

上

河

東

西
条
一
区

百一京

当。
当
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。高

野
太
一
郎

小

池

徳

次

(
届
け
出
順
)

西

条

二

区

新

紙
漉
阿
原
現

区 名 区 長 区長代理 衛 生委 員 土 木 委 員 戸数 組数

西条一区 秋(3山618等) 円12対向(山337聖7護) 長(田2630伝) 11 8 10 

西条二区 小(宮山酔) 
204盛4 

高(野268幸2一) 坂(本215菊2雄) 
392 30 

3127 沢3778 

清水新居 保(2坂4~0全93一) 千(2野4-69豊82寿) 深(2沢4-679I亮r 十LJZキ169 12 

西条新田 塩(田3278明) 
坂田文一

堀(内327照6夫) 5 1 4 3535 ) i 

押 越
窪(田3047鴻) 

深品沢67常6弘4 
清(水202泰5仁) 干す054'-

166 1 7 
( 30 

河東中島 塚(田2584大) 神(宮3寺10辰8雄) 雨(宮2949勝) 
山本圭二

170 1 5 

紙漉阿原 小(宮20山O光6治) 窪(田277博5次) 伊(藤247二4郎) 小(宮27山3三1四)イ 91 6 

築地新居 磯(部3]， 9富8雄) 磯(部367直5三) 田(中2783保) 手34嘉男 140 9 

飯 喰 小(沢春男) ??。三千 ?主主千 宇野忠利 9 1 5 2483 

河 西 萩(原279貞2夫) ?ヂ785守今(村2003徹) 功(万237辰8弘) 147 8 

上河東 特06乃金様丸;私英一) 

平容1閉 武L井2551章) 

179 12 

5十 名 名 名 名 1714 127 
1 4 1 1 1 1 

」 新 新新新新新新新新

ト
ル
(
約
三
万
四
千
坪
)

ポ
リ
ド

l
ル
株
式
会
社

本
社
(
東
京
)

一O
八、

Q
υ
0平
方
メ
ー

ト
ル
(
約
三
万
二
千
坪
)

面
積公

園
J寸4止、

日日 /，¥ 
阻1'.T.

積園

二
九
、
八

0
0平
方
メ
ー
ト

ル
(
約
九
千
坪
)

ハ

亡

o
C
F

管

任
期
満
了
に
と
も
な
う
昭
和
町
農

業
委
員
選
挙
の
告
示
が
五
月
六
日
行

な
わ
れ
、
七
日
午
後
五
時
締
切
ら
れ

ま
し
た
が
定
員
十
一
名
で
無
投
票
当

選
と
な
り
ま
し
た
。

it:男p

ポリドール・レコード株式会社

既存 工 場

山梨電子工業KK

KK 松下電器産業

111松下電器産業邸~/ 



伯)

二
対

準
々
決
勝
戦
に

・
市
町
村
対
抗
野
球
大
会
・

今
年
か
ら
村
も
加
わ
り
五
十
一
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
。
県
市
町
村
対
抗

軟
式
野
球
大
会
が
、
甲
府
市
の
緑
ケ

丘
球
場
、
飯
田
町
球
場
で
聞
か
れ
、

昭
和
町
チ
1
ム
も
ナ
イ
ン
の
若
返
り

を
計
り
、
好
投
手
、
小
沢
選
手
を
中

心
に
打
撃
も
好
調
で
町
市
初
の
ベ
ス

l
・
ト
8
入
り
し
強
敵
市
川
大
門
町
チ

4
一
!
ム
に
惜
し
く
も
敗
れ
ベ
ス
ト
4
入

-
fhJ
を
逃
し
ま
し
た
。

結

果

一

回

戦

昭
和
明
野
村

二

回

戦

富
沢
町
昭
和
町

三

回

戦

白
根
町
昭
和
町

準
々
決
勝
戦

昭
和
町
市
川
大
門
町
七
対

O

六
対
四

七対一

広町和昭

し
尿
浄
化
槽
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
生
活
環
境
を
檀
潔
に
し

、
文
化
的
で
快
的
な
生
活
を
お
く
ろ

う
と
す
る
と
き
不
愉
快
な
存
在
の
ひ

と
つ
に
汲
取
箆
所
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
不
愉
快
な
問
題
を
除
去
す
る

方
法
と
し
て
水
洗
式
托
対
す
る
住
民

ニ

l
ド
は
極
め
て
高
く
浄
化
槽
の
普

及
は
め
、ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

反
面
浄
化
槽
に
よ
る
環
境
汚
染
が

と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
浄
化

槽
は
や
や
も
す
る
と
そ
の
構
造
や
維

持
管
理
の
不
備
の
た
め
水
質
汚
濁
な

ど
、
環
境
汚
染
源
と
な
り
か
ね
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
に
清

掃
を
心
が
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
尿
浄
化
槽
は
大
別
し
て
次
の
二

種
類
で
す
。

イ
、
腐
敗
型
浄
化
槽

腐
敗
型
、
酸
化
槽
消
毒
槽
を

組
合
せ
た
型
支
で
す
。

ロ
、
ば
っ
き
型
浄
化
槽

機
械
か
く
は
ん
、
叉
は
通
気
を

行
う
型
式
で
す
。

浄
化
槽
の
正
し
い
使
い
方

し
尿
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で

ハ
ふ
ん
尿
を
食
べ
さ
せ
て
)
海
牝
し

ま
す
の
で
、
法
律
の
定
め
に
従
っ
て

正
し
い
保
守
占
山
検
が
必
要
で
す
。

日
頃
の
使
い
方
に
も
下
記
の
よ
う
に

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
腐
敗
型
梅
花
槽

イ
、
便
器
の
掃
除
に
は
薬
品
類
は

絶
対
K
使
わ
な
い
で
下
さ
い

ロ
、
排
気
質
及
び
通
気
孔
は
ふ

さ
が
な
い
で
下
さ
い
。
ふ
さ

ぐ
と
徴
生
物
が
死
滅
し
ま
す

ハ
、
保
守
点
検
露
持
管
理
)
は

六
ヶ
月
K
一
回
以
上
、
専
門

知
識
技
能
を
有
す
る
者
紀
委

託
し
て
定
期
的
花
実
施
し
て

下
さ
い
。

ω
ば
っ
き
型
浄
化
槽

イ
、
か
く
は
ん
叉
は
通
気
装
置
の

電
源
は
絶
対
に
切
ら
な
い
で

下
さ
い
。
電
源
を
切
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
と
徴
生

物
が
死
滅
し
て
浄
化
機
能
が

零
に
な
り
ま
す
。

ロ
、
運
転
装
置
の
故
障
ま
た
は
、

臭
気
等
が
発
生
し
た
場
合
は

す
み
や
か
に
浄
化
撞
伺
掃
業

者
か
保
守
点
検
業
者
、
ま
た

は
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
し
て
下

さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
清
掃
実
施
者
の
資
格

し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
を
お
こ
な
う

者
は
、
市
町
村
長
の
許
可
を
も
ち
、

厚
生
大
臣
認
定
の
浄
化
槽
管
理
士
で

な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
の
で
資
格
の

有
無
を
確
か
め
て
下
き
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

せ
は
役
場
住
民
課
衛
生
係
に
と
連
絡

下
き
い
。

家
内
労
働
者
の
相
談

労
働
基
準
局
、と
各
労
働
基
準
監
督

署
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

何
時
で
も
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
C

え
ん
り
ょ
な
《
申
し
出
て
下
き
い
。

例
え
ば
家
内
労
働
者
の
工
賃
が
現

金
払
い
で
な
く
約
束
手
形
で
あ
る
。

工
賃
の
支
払
が
遅
れ
た
り
ま
た
は
受

払
い
が
な
い
。
有
害
ら
し
き
薬
品
を

使
わ
せ
ら
れ
る
。
危
険
は
機
械
で
仕

事
を
さ
せ
ら
れ
る
。
等

委
託
者
え
の
お
願
い

注
文
者
で
あ
る
委
託
者
も
乙
の
旬

閣
を
機
民
法
律
の
認
識
雲
同
め
て
頂

く
た
め
に
も
積
極
的
に
監
督
署
の
窓

口
に
相
談
し
て
法
律
違
反
の
な
い
よ

う
特
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
山
梨
労
働
基
準
局
賃
金
課

O
五
五
二
五
二
・
四
八
五
六



報

*

退
高
崎 役

場
庁
舎
内
が

変
り
ま
し
た

旧
来
の
庁
舎
が
狭
く
な
っ
た
た
め
、

こ
ーん
ど
庁
舎
の
東
側
(
体
育
館
寄
与

を
三
メ
ー
ト
ル
拡
張
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
別
図
の
と
お
り
会
謀
の
配

置
を
換
え
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

人

事

広

四
月
一
日
付
で
左
記
の
と
お
り
、

役
場
瞥
貝
の
一
部
が
異
動
に
な
り
ま

し
た
。

合
配
置
換
え

主
事
山
口
均
(
収
入
役
宝
寸
↓

住
民
課
)

技
師
宮
井
義
孝
(
振
興
課
|
佳

民
謀
『)

主
事
捕
長
瀬
博
志
(
住
民
課
↓

収
入
役
室
-
)

会

新

採

用

都
築
勝
人
(
住
民
課
衛
生
係
-〉

河
西
実
(
住
民
課
戸
答
除
)

河
田
正
(
振
興
課
農
業
技
術
係

職

者
諭
(
住
民
課
↓
山
梨
県
市

町
村
職
員
共
済
組
合

(
転
勤

町和昭(7) 

|清|ハ

I I議
|水|会
'-------'事

務
局
'-../ 

町

一木一
一
じ
一
室

一沢一珂-員

-
、、

-

-
d
一
務

主
用

長

室

室末日

駐

車

右宰
:;JJ"電E

止

¥ 

佐

窪，

飯

井

¥ 

ハ
税
務
〉

f、
A ト

4ι 

I J[>( ^~I 
〈収入役室〉

爆
破
事
件
の
捜
査
と
防
止
に
ご
協
力
を
!

昨
年
の
三
菱
重
工
爆
破
事
件
か
ら

最
近
の
韓
国
産
業
経
済
研
究
所
等
の

爆
破
事
件
ま
で
九
件
の
爆
破
事
件
が

発
生
し
多
数
の
犠
性
者
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
一
連
の
爆
破
事
件

に
対
し
全
国
一
警
察
の
総
力
を
あ
げ
て

犯
人
の
早
期
検
挙
を
、
こ
の
よ
う
な

事
件
の
再
謡
防
止
に
努
め
て
お
り
ま

す。
み
を
さ
ん
も
手
配
写
真
に
似
て
い

る
人
や
不
審
な
物
を
持
っ
て
い
る
人

を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察

署
ま
た
は
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所

に
連
絡
し
た
り
、
ま
た
、
警
窒
自
の

政相談

6月 15日(月)
7月 1日(火)
7月 15日(火)
中央公民館

(相談室)
午前 9.00 "-' 

4.0 0 

行

き

所

と

場

聞
き
込
み
な
ど
の
擾
査
活
動
促
進
ん

で
情
報
提
供
す
る
な
ど
犯
人
検
挙
の

た
め
に
積
極
的
な
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

。
爆
発
物
と
思
わ
れ
る
物
を
発
見

し
た
と
き
は

o
直
ち
に
警
察
に
連
絡
す
る
。

0

き
わ
る
な
、
ふ
む
な
、
け
と
ば

す
な
。

0

付
近
の
人
陀
知
ら
せ
る
。

商

甲

府

警

察

署

甲
府

(O五
五
二
)
仰
二
二
二
代

内
線
五
二
六
・
五
二
七

と

場

心配ごと相談

き 6月 18日(水)
7月 2日(水)
7月 16日(水)

中央公民館

(児童室)
午後1.0 0 "-' 

4.0 0 

所
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中

名
豊

蔵

広

社
会
教
育
の
砦
で
あ
る
昭
和
町
中
J

央
公
民
館
が
完
夜
し
て
四
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
時
と
合
せ
て
職
員
の
配

備
充
実
も
な
さ
れ
て
公
民
館
活
動
が

活
発
に
行
な
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し

た敢
え
て
拡
K
云
わ
せ
て
頂
〈
な
ら
ば

文
化
協
会
も
そ
の
時
点
か
ら
再
発
足

し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
文
化
協
会
総
会

も
去
る
四
月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
、

新
ら
た
な
事
業
計
画
托
よ
っ
て
各
部

門
が
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
℃
の
時
に
あ
た
り
、
総
会
に

お
い
て
会
員
の
中
か
ら
文
化
協
会
の

会
員
を
広
く
募
り
、
町
民
総
参
加
の

文
化
協
会
と
す
る
と
と
も
に
、
併
せ

て
協
会
各
部
門
の
若
返
り
を
計
ち
度

い
旨
の
強
い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

今
回
広
報
紙
上
を
お
借
り
し
て
新
会

員
の
募
集
を
計
る
乙
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
町
民
各
位
の
と
理
解
を
願
い

進
ん
で
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

J

各
部
門
と
部
長
は
次
の
と
お
り
で

す。
部
門
名

短

歌

町和昭

田氏

俳

'

句

丸

山

雄

川

柳

井

口

威

囲

碁

米

山

雄

将

棋

清

水

幸

弘

書

道

内

藤

欣

一

華

道

井

口

ふ

く

代

コ

ー

ラ

ス

高

野

里

志

絵

画

三

神

良

子

写

真

清

水

巌

詩

吟

堀

之

内

熊

造

民

踊

飯

島

勝

子

以
上
の
他
に
盆
栽
部
や
、
ダ
ン
ス

部
の
新
設
の
話
も
出
て
い
ま
す
し
、

教
育
委
員
会
内
文
化
協
会
事
務
局
で

も
申
し
込
み
を
受
付
け
て
お
め
ま
す

な
お
、
詩
吟
、
民
踊
の
部
門
に
つ

い
て
は
、
流
派
、
師
匠
な
ど
の
関
係

で
部
落
ご
と
に
も
参
加
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

公
民
館
の
予
定
表
の
大
半
を
・
占
め

る
各
部
門
の
例
会
が
毎
夜
の
よ
う
に

持
た
れ
‘
会
員
は
相
互
に
共
通
の
趣

味
の
下
で
親
睦
を
深
め
合
い
楽
し
み

つ
つ
、
自
分
の
技
を
磨
い
て
い
ま
す

ま
た
県
や
郡
の
催
し
に
も
参
加
し
て

よ
り
高
い
も
の
へ
の
探
求
と
参
加
の

機
会
を
求
め
て
い
ま
す
。
初
心
者
陀

は
ま
た
各
教
室
的
勉
強
の
方
法
も
考

文
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